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第第第

回

花

壇

コ

ン

ク

ー

ル

34
第

回

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

19

2

壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
や
住
民

の
手
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
の
推
進
、
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
で
３４

回
目
と
な
り
ま
す
。

審
査
は
、
町
長
を
は
じ
め
、
県

伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
や
知
識
経
験
者
、「
花
咲
く
し
ず

お
か
」
賀
茂
地
域
推
進
協
議
会
事

務
局
ら
６
人
が
あ
た
り
ま
し
た
。

審
査
員
は
、
参
加
し
た

団
体

１９

の
花
壇
を
１
日
か
け
て
回
り
、
取

り
組
み
度
、
努
力
度
、
創
意
工
夫

度
、
技
術
度
の
４
項
目
を
採
点
し

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、花
の
親
睦
会
（
小

杉
原
）が
２
年
連
続
で
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

表
彰
は
、
秋
に
行
わ
れ
る
「
さ

ん
さ
ん
松
崎
福
祉
大
会
」
で
行
わ

れ
る
ほ
か
、
上
位
の
団
体
は
、
県

が
開
催
し
て
い
る
「
花
咲
く
し
ず

お
か
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

【
優
秀
賞
】

東
友
会
（
東
区
）

睦
会
（
桜
田
）

【
努
力
賞
】

常
盤
会
（
伏
倉
）

活
性
会
（
池
代
）

寿
会
（
船
田
）

も
よ
り
会
（
東
区
）

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

や
事
業
所
の
花
壇
、
プ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
評
価
す

る
機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
更
な
る
推
進
を
図
ろ
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と

同
日
に
行
わ
れ
、
取
り
組
み
の
様

子
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
採
点
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

黒
田

福
市
さ
ん（
東
区
）

【
優
秀
賞
】

山
本

善
雄
さ
ん
（
指
川
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

炎天下の下、各花壇を審査する審査炎天下の下、各花壇を審査する審査員員

花

優秀賞 東友会（東区優秀賞 東友会（東区）） 最優秀賞 花の親睦会（小杉原最優秀賞 花の親睦会（小杉原））

優秀賞 睦会（桜田優秀賞 睦会（桜田））

街

優秀賞 山本 善雄さん（指川優秀賞 山本 善雄さん（指川）） 最優秀賞 黒田 福市さん（東区最優秀賞 黒田 福市さん（東区））

第第第

回回

花

壇

コ

ン

ク

ー

花

壇

コ

ン

ク

ー

ルル

3434
第第

回回

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ルル

1919
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こここんな症状があればすぐ救急車を！！！！！！
発作後3時間が運命の分かれ道！！

ここんな症状があればすぐ救急車こんな症状があればすぐ救急車をを！！！！

脳梗塞とは・・・

○死亡率第３位となる脳卒中のうちの一つで、寝たきりの原因として第１位です。

○脳の血管に血液の塊が詰まり、脳の細胞に一時的に酸素や栄養が流れなくなります。

○１年間に約３０万人が脳卒中となり、その７割を脳梗塞が占めます。

発作直後の治療がカギ！！

○症状が治まっても、放置すると本格的な発作を起こすことがあります。

○本人や家族が気付いて、すぐに治療が開始されれば、その後の発作を予防できます。

○血液の塊を溶かす治療が可能な時間は、発症後3時間以内です。
○時間の経過とともに脳へのダメージが広がり、後遺症が重くなるとともに死亡率も高ま

ります。

予防や再発防止のために

正しい知識を身につけ、いざと言う時に備えましょう！

【問合せ】 静岡県賀茂健康福祉センター 地域医療課０５５８－２４－２０５２

脳卒中専門病院に搬送し、
１分でも早く対応を！！

□片側の顔面や手足が動かない・しびれる

□急に力が抜けて、持っているものを落とす

□ものが二重に見える・視野が欠ける

□言葉が出ない・ろれつが回らない

脳梗塞の第一の危険因子は、高血圧です。

高血圧症だけでなく糖尿病や高脂血症など、生活習慣病の管理が

重要です。

そこで、「禁煙する、飲酒・塩分を控える、食べ過ぎない、適度

な運動をする」といった生活習慣を心掛け、脳梗塞の発症、再発

を予防しましょう！

これは、脳梗塞の前ぶれ発作です！！

数分で治まった
けど…
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小
中
学
生
に
よ
る

帯帯帯
広
市
へ
姉
妹
都
市
交
流

松
本
市
安
曇
地
区
へ
地
域
交
流

帯帯
広
市
へ
姉
妹
都
市
交

帯
広
市
へ
姉
妹
都
市
交
流流

松
本
市
安
曇
地
区
へ
地
域
交

松
本
市
安
曇
地
区
へ
地
域
交
流流

敬
訪
問
や
依
田
勉
三
翁
の
お
墓
参

り
な
ど
の
他
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
で
帯
広
の
子
ど

も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
牧

場
で
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
な

ど
、
帯
広
な
ら
で
は
の
有
意
義
な

体
験
学
習
も
で
き
ま
し
た
。

こ
の
３
日
間
の
訪
問
で
、
依
田

勉
三
翁
の
偉
大
な
功
績
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
参
加
者
た
ち
は
、
素

晴
ら
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

小
中
学
生
が
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
、
北
海
道
帯
広
市
と
長
野
県

松
本
市
安
曇
地
区
の
小
中
学
生
と

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
訪
問
し
、
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

臼
井
静
男
松
崎
小
学
校
長
を
団

長
と
し
た
、
小
学
生
ら

人
が
７

１４

月

日
か
ら

日
ま
で
帯
広
市
を

２７

２９

訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

山
導
和
也
松
崎
中
学
校
長
を
団

長
と
し
た
、
松
崎
中
学
校
２
年
生

の
一
行

人
が
８
月

日
か
ら

61

２２

２４

日
ま
で
松
本
市
安
曇
地
区
を
訪
問

し
、
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
重
文

岩
科
学
校
と
姉
妹
館
提
携
を
結
ん

で
い
る
旧
開
智
学
校
や
松
本
城
を

見
学
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
雨
天
の
た
め
河
童
橋

周
辺
の
散
策
の
み
と
な
り
、
穂
高

連
峰
な
ど
上
高
地
の
雄
大
な
自
然

を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
午
後
か
ら
安
曇
地
区

の
中
学
生
と
交
流
会
を
行
い
、
お

互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

松
本
市
安
曇
地
区
の
中
学
生
ら

人
が
７
月

日
か
ら

日
ま
で
、

２２

１９

２１

３
日
間
の
日
程
で
来
町
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
松
崎
中
学
校
２
年
生

と
ゲ
ー
ム
を
通
じ
お
互
い
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

翌
日
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
長
八
美
術
館
や
重
文
岩
科

学
校
な
ど
町
内
の
文
化
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

訪
問
中
は
、
台
風
の
接
近
に
よ

り
、
予
定
し
て
い
た
地
引
網
や
海

水
浴
な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
文
化
施
設
の
見
学
や
光
る
泥

だ
ん
ご
作
り
体
験
を
通
じ
、
松
崎

の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の
小

学
生
ら

人
が
８
月
２
日
か
ら
４

１２

日
ま
で
、
３
日
間
の
日
程
で
来
町

し
ま
し
た
。

初
日
は
、
長
八
美
術
館
で
光
る

泥
だ
ん
ご
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
依
田
勉
三
翁
に
ゆ
か
り
の

あ
る
三
余
塾
資
料
館
や
、
大
沢
温

泉
ホ
テ
ル
を
訪
問
し
、
勉
三
翁
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
岩
地
海
岸
で
海
水
浴
を

行
い
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
安
曇
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

安
曇
か
ら
松
崎
へ

依田勉三翁銅像の前で記念撮依田勉三翁銅像の前で記念撮影影

松崎中学校体育館にて交流松崎中学校体育館にて交流会会

三余塾資料館に三余塾資料館にてて
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教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
夏
休

み
期
間
中
、
小
学
校
５
年
生
の
希

望
者
を
対
象
に
、
道
の
駅
「
花
の

三
聖
苑
」
を
拠
点
と
し
た
４
泊
５

日
の
宿
泊
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は

人
が
参
加
し
、
７

３２

月

日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の
日

２８
程
で
、「
ふ
る
さ
と
松
崎
」
を
テ
ー

マ
に
、
郷
土
の
自
然
や
歴
史
を
学

ぶ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
す

る
と
と
も
に
、
親
か
ら
離
れ
た
生

活
の
中
で
、
仲
間
と
協
力
し
な
が

ら
共
同
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

５
日
間
の
活
動
で
は
、
自
分
た

ち
の
食
事
と
な
る
干
物
作
り
体
験

や
、
松
崎
の
三
聖
に
ゆ
か
り
の
あ

る
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
や
三
余
荘
な

ど
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
松

崎
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
は
、
町
内

の
方
に
講
師
を
依
頼
し
、
指
導
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
社
会

教
育
委
員
や
中
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
推
進
委
員
、
教
職

員
、
延
べ

人
の
皆
様
に
活
動
ボ

４２

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
塾
生
の
活
動

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
事
業
も

年
目
を
迎
え
、
こ

１１

れ
ま
で
に
３
８
６
人
の
児
童
が
修

了
生
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
修
了
生
が
中
高
生
と
な
り
、

三
聖
塾
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
５

日
間
で
延
べ

人
が
参
加
し
、
先

51

生
と
し
て
指
導
し
た
り
、
仲
間
と

し
て
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
活
動
を
支
え
ま
し
た
。

宿
泊
体
験
学
習
中
は
、
三
聖
苑

内
へ
の
車
の
進
入
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
安
全
に

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

教
育
委
員
会
で
は
、
豊
か
な
自

然
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
各
種

体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
は
小

学
校
４
年
生
か
ら
、
Ｂ
＆
Ｇ
松
崎

海
洋
ク
ラ
ブ
は
小
学
校
５
年
生
か

ら
入
団
で
き
ま
す
。

来
年
度
の
募
集
に
は
、
積
極
的

な
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
は
、

年
間
を
通
じ
て
、
身
近
に
あ
る
豊

か
な
自
然
に
触
れ
る
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
４
月
か
ら
、
桜
の

植
樹
や
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ス
ズ
メ
バ
チ
ト
ラ
ッ
プ
作
り
な
ど

の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

８
月
は
、
県
内
各
地
の
み
ど
り

の
少
年
団
が
富
士
山
に
集
ま
る
２

泊
３
日
の
交
流
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

交
流
集
会
で
は
、
宝
永
火
口
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を

行
い
、
富
士
山
の
自
然
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、

海
岸
清
掃
や
カ
ヌ
ー
訓
練
を
し
な

が
ら
、
海
に
親
し
む
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

５
月
下
旬
か
ら
は
、
毎
週
土
曜

日
に
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
や
毎
年

８
月

日
に
安
良
里
港
内
で
開
催

１６

さ
れ
る
伊
豆
西
海
岸
カ
ヌ
ー
大
会

に
向
け
た
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
今
年
度
の
大
会
で

は
、
６
人
が
入
賞
す
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

み
ど
り
の
少
年
団
・
Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ

体

験

活

動

の

紹

介

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ

三聖会堂にて記念撮三聖会堂にて記念撮影影

中川地区コミュニティーづくり推進委中川地区コミュニティーづくり推進委員員
の皆様とビオトープ作の皆様とビオトープ作りり

光る泥だんご作り体光る泥だんご作り体験験

伊豆西海岸カヌー大伊豆西海岸カヌー大会会

Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ Ԑ

自自自
然
・
体
験
・
友
達
い
っ
ぱ
い
！

自自
然
・
体
験
・
友
達
い
っ
ぱ
い

自
然
・
体
験
・
友
達
い
っ
ぱ
い
！！

三三三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学
習

三三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学

三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学
習習

～～～

～～～

～

～

～

～
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－

俳

句－

小

林

忠

男

佐

藤

享

稲

葉

文

字

小

林

一

男

稲

葉

菊

恵

土

屋

規

矩

子

松

田

美

智

子

清

水

高

子

吉

岡

う

た

子

鈴

木

す

み

江

斎

藤

み

つ

子

細

矢

金

治

山

本

一

詞

依

田

ふ

じ

枝

夏

目

和

子

北
陸
を
想
ふ
中
夏
で
あ
り
に
け
り

百
才
の
恩
師
や
カ
ン
ナ
燃
ゆ
る
里

四
つ
に
組
み
座
布
団
と
び
交
ふ
大
相
撲

腕
白
の
ほ
こ
ろ
び
大
き
草
相
撲

掃
き
清
む
土
俵
に
力
士
の
肌
光
る

満
顔
を
果
し
関
取
菩
薩
か
な

引
退
の
大
関
記
録
最
多
勝

関
取
り
の
足
早
に
去
る
背
中
か
な

賑
わ
い
の
軍
配
あ
が
る
草
相
撲

大
相
撲
並
ぶ
緞
子
の
あ
で
姿

仕
来
た
り
を
あ
お
ぐ
氏
子
の
宮
相
撲

茄
子
取
り
の
日
照
雨
を
睨
む
農
婦
か
な

鬼
や
ん
ま
ば
さ
っ
と
番
に
な
り
に
け
り

紫
蘇
も
み
て
齢
を
一
つ
重
ね
け
り

敗
戦
忌
遠
く
な
り
ゆ
く
吾
が
昭
和

イベント・催し紹介

第１２回
伊豆半島太鼓フェスティバル
【日 時】９月１０日（土）

午後６時から

【場 所】松崎海岸特設ステージ

第２８回長八まつり
【日 時】９月２５日（日）

午前１０時から

【場 所】長八美術館周辺

【問合せ】

企画観光課（４２）３９６４

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

≪退職≫８月１５日付け

窓口税務課納税係

佐 藤 光 一

【問合せ】

総 務 課（４２）３９６３

最
悪
の
場
合
、
未
処
理
の
汚
物

が
水
路
に
流
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
浄
化
槽
法
に
よ

り
、
次
の
３
つ
の
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

陰
保
守
点
検

保
守
点
検
と
は
、
汚
水
が
正
し

く
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
、
微
生
物

の
状
態
や
槽
内
の
装
置
・
付
属
機

器
を
管
理
す
る
こ
と
で
す
。

家
庭
用
の
浄
化
槽
で
４
カ
月
に

１
回
以
上
の
点
検
が
必
要
で
す
。

隠
清
掃

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
が

一
定
の
量
を
超
え
る
と
、
浄
化
槽

の
機
能
が
低
下
し
、
十
分
な
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
未
処

理
の
排
水
が
流
れ
出
た
り
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
家
庭
用
の
浄
化
槽

で
、
年
１
回
以
上
の
清
掃
が
必
要

で
す
。

韻
法
定
検
査

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
設
備

や
維
持
管
理
が
適
正
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
を
、
水
質
検
査
な
ど
に

よ
っ
て
公
正
に
検
査
し
、
放
流
水

浄
化
槽
と
は
？

微
生
物
の
働
き
等
に
よ
り
汚
水

を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て

放
流
す
る
装
置
で
、
処
理
す
る
汚

水
の
種
類
に
よ
り
、
合
併
処
理
浄

化
槽
と
単
独
処
理
浄
化
槽
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

ト
イ
レ
の
し
尿
と
生
活
雑
排
水

（
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
排

水
）
を
併
せ
て
処
理
し
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽

ト
イ
レ
の
し
尿
の
み
を
処
理
し

ま
す
。

平
成

年
４
月
か
ら
新
設
時
に

１３

は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ

の
し
尿
に
加
え
、
水
を
汚
す
大
き

な
原
因
で
も
あ
る
生
活
雑
排
水
も

処
理
す
る
の
で
、
単
独
処
理
浄
化

槽
に
比
べ
ま
す
と
よ
り
環
境
に
優

し
い
浄
化
槽
と
い
え
ま
す
。

守
り
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
の
３
つ
の
決
ま
り
ご
と

浄
化
槽
は
、
定
期
的
な
維
持
管

理
を
し
な
い
で
放
置
し
て
い
る
と
、

処
理
機
能
が
次
第
に
低
下
し
ま
す
。

に
よ
る
河
川
や
海
の
汚
染
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

町
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

○
一
般
住
宅
（
店
舗
や
別
荘
を
除

く
）

○
既
設
の
住
宅
用
浄
化
槽
ま
た
は

汲
取
式
便
所
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
切
り
替
え
設
置
す
る
場
合

（
設
置
替
え
）

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
町
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

【
補
助
金
額
】

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

設置替え新 設区 分

４１４,０００円３３２,０００円５人槽

５１６,０００円４１４,０００円７人槽

６８４,０００円５４８,０００円１０人槽

町の人事について
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新
し
い
誘
客
へ
向
け
て

３
月

日
に
発
生
し
た
東
日

１１

本
大
震
災
以
降
、
少
し
ず
つ
回

復
は
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

伊
豆
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
の

数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
津
波
や
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
、

海
の
放
射
能
汚
染
を
恐
れ
、
海

水
浴
離
れ
に
一
層
拍
車
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
に
入
り
、
ア
メ

リ
カ
国
債
の
格
下
げ
に
よ
る
ア

メ
リ
カ
経
済
へ
の
不
安
か
ら
円

高
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
、

今
年
の
お
盆
は
海
外
旅
行
に

人
気
が
集
中
し
ま
し
た
。

松
崎
町
を
含
む
伊
豆
地
域

は
、
昔
か
ら
「
伊
豆
」
と
い

う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
観

光
客
が
絶
え
ず
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
が
観
光
地
と
し
て
名

乗
り
を
上
げ
、
地
域
の
資
源

を
活
用
し
、
特
色
の
あ
る
誘

客
事
業
を
行
い
、
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
松
崎
町
に
観

光
資
源
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。松

崎
町
に
は
、
先
人
が
残
し

て
く
れ
た
な
ま
こ
壁
の
町
並
み

や
石
部
の
棚
田
、
全
国
１
位
の

生
産
量
を
誇
る
桜
葉
、
那
賀
川

流
域
の
桜
並
木
な
ど
他
地
域
に

負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
資
源
を

持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
誘
客
に
結
び
付
け
る

方
法
が
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
核
と
し
た
、
平
成
の
花
と

ロ
マ
ン
の
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

学
校
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
盆
を
利
用
し
、
帰
省
し

た
方
に
お
話
を
伺
う
と
、「
仕

事
が
あ
れ
ば
、
松
崎
に
帰
っ

て
き
た
い
。」
と
多
く
の
人

が
話
し
て
く
れ
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、

軌
道
に
乗
り
、
お
金
を
稼
げ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
後
進

の
若
者
た
ち
の
た
め
、
さ
ら

に
は
少
子
高
齢
化
を
少
し
で

も
改
善
す
る
た
め
に
、
元
気

な
高
齢
者
の
皆
様
の
お
知
恵

と
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯21

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
7/23～8/21

松崎ジュニアボランティアクラブ海岸清掃

海水浴客等でにぎわう夏の期間中、小学生
から高校生までの有志約３５人が、毎朝６時か
ら約１時間かけて海岸の流木や空き缶、花火
などのゴミを集めました。

7/27～8/22

鮎のつかみどり

道の駅「花の三聖苑」伊豆松崎の裏手を流れ
る那賀川では、夏休み期間中、鮎のつかみどり
が行われました。来場者は、悪戦苦闘しながら
泳ぎまわる鮎を捕まえていました。

8/15・16

夏まつり

岩地、雲見海岸では、１５日に花火大会が行わ
れました。翌日の１６日には、松崎地区で灯ろう
流しや花火大会など多彩な催しが行われ、多く
の人で賑わいました。

8/17～19

雲見海岸キャンドルロードの夕べ

雲見海岸では、１７日から１９日まで、観光客や
地域住民の皆様に夜の海岸を楽しんでいただく
ため、海岸をろうそくなどの灯火で彩るキャン
ドルロードの夕べが行われました。



直
近
の
２
週
間
を
振
り
返
っ
て
、
あ
な
た
や
あ

な
た
の
周
囲
の
人
に
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
気
持
ち
が
落
ち
込
み
、
憂
鬱
。

ゆ
う

う
つ

□
睡
眠
障
害
が
あ
る
（
寝
付
き
が
悪
い
、
夜
中
に

目
が
覚
め
る
、
目
覚
め
が
早
す
ぎ
る
な
ど
）。

□
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
い
る
。

□
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い
。
ま
た
は
、
何
か
を

し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
な
い
。

こ
れ
ら
が
多
く
当
て
は
ま
る
と
、
う
つ
病
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

う
つ
病
は
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
強
い
不
安
や

絶
望
感
、
思
考
力
低
下
な
ど
、
心
の
障
害
を
起
こ

し
、
病
状
が
進
行
す
る
と
自
ら
死
を
選
ぶ
行
動
に

つ
な
が
る
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
肉

体
的
な
病
気
と
同
様
に
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
う
つ
病
は
、
一
般
的
な
気
分
の
落
ち

込
み
と
区
別
が
難
し
く
、
本
人
も
気
づ
き
に
く
い

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

職
場
や
家
庭
で
、
周
囲
の
人
で
チ
ェ
ッ
ク
項
目

に
当
て
は
ま
る
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８７４人（－２０人）

男 ３，７２３人（－９人）

女 ４，１５１人（－１１人）

世帯数 ３，１２６戸（－１０戸）

転 入 ６人 転 出 １４人

出 生 ３人 死 亡 １５人

（平成２３年７月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （－２）

物損事故 ７件 （－６）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－２）

あ
な
た
自
身
や
周
囲
の
人
に

こ
ん
な
症
状
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
九
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

六

八

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年７月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

豊 彦82石 田 万 壽江奈２

た か 子83稲 豊雲 見

豊87藤 井 賢那 賀

恭 平91江口きよ子金 沢

行 雄92土 屋 誠江奈２

清 孝67和泉登志子江奈４

哲 也63池 秘 久野 田

正 躬83松 本 晶 子建久寺

紀 一 郎85関 さと宮 内

智 子51石 原 直 晃南 郷

光 夫67大 石 智江奈４

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（７７月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

薮 田 真 也女希 風
のの か

中 村

鈴 木 敬 司女真 由 香
ま ゆ か

東 区

依 田 新 一男大 聖
たい せい

大 澤

おめでとうございます（出生）

「
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
」

（
オ
ー
バ
ル
）
が
、
７
月

日
に

２４

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し

た
。オ

ー
バ
ル
は
帯
広
が
世
界
に
誇

る
屋
内
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
で

す
。
夏
場
か
ら
利
用
で
き
る
の
が

特
徴
で
、
国
内
外
の
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
者
の
練
習
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

冬
の
冷
え
込
み
が
強
く
最
低
気

温
が
氷
点
下
を
下
回
る
日
が
多
い

帯
広
は
、
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
に

は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。

冬
に
な
る
と
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
水
を
ま
い
て
リ
ン
ク
を
作
り
、

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
や
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

を
体
育
の
授
業
で
行
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
氷
点
下

度
を
下

２０

回
る
と
体
感
で
は
「
寒
さ
」
よ
り

肌
が
切
れ
る
よ
う
な
「
痛
さ
」
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

帯
広
の
子
ど
も
は
冬
の
間
、
身

を
切
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
、
頬
っ

ぺ
た
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
銀
盤

を
疾
走
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
寒
さ
の
厳
し
い
帯
広
で

す
が
、
内
陸
部
に
あ
る
た
め
寒
暖

の
差
が
激
し
く
、
夏
は

度
以
上

３０

に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。オ

ー
プ
ン
の
日
も
最
高
気
温
が

度
の
夏
日
で
し
た
が
、
オ
ー
バ

２７ル
の
中
は

度
と
ひ
ん
や
り
涼
し

１４

く
、
建
物
の
中
と
は
い
え
夏
に
防

寒
着
を
着
て
ス
ケ
ー
ト
を
滑
る
姿

は
、
非
日
常
的
な
光
景
で
し
た
。

７
月
か
ら
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

を
滑
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
帯
広

だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
真
夏
の

銀
盤
を
滑
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

帯
広
市
か
ら

「「
真
夏
の
銀
盤

「
真
夏
の
銀
盤
」」

リリンクが無料開放され、多くの家族連れリンクが無料開放され、多くの家族連れでで

賑わいました賑わいました。。


